
平成２６年度

福島県原子力防災
住民避難訓練

平成２６年１１月２０日（木）、２２日（土）実施

訓練の目的
　新たに福島第一原子力発電所において原子力災害が発生したという想定で、川内村の住民の皆
さまの参加をいただく避難訓練、また、国、福島県、市町村、防災関係機関の通信連絡や広報の
訓練等を実施し、原子力防災体制の強化や防災意識の高揚を図ることを目的としています。

訓練の想定
　福島第一原子力発電所３号機において、燃料プールの冷却ができなくなったこと、および、燃料
プールの水が漏えいしていることが確認された。その後、大気中に放射性物質が放出されたという
想定で、各種の応急活動を実施します。

実施の時期
平成２６年１１月２０日（木）（訓練は午後１時００分頃から午後５時００分頃まで）
平成２６年１１月２２日（土）（訓練は午前９時００分頃から午後１時００分頃まで）

実施の場所
【平成２６年１１月２０日（木）】
　福島県庁、福島県地域防災計画における暫定的な重点区域市町村※　ほか
【平成２６年１１月２２日（土）】
　福島県庁、川内村、郡山市、田村市

※いわき市、田村市、南相馬市、川俣町、広野町、楢葉町、富岡町、川内村、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村、飯舘村

－ お 願 い －
　当日は、防災行政無線、広報車、携帯電話の緊急エリア
メール等を使って広報訓練を行います。
　訓練であることをあらかじめご承知おきください。



訓練の概要

平成２６年１１月２０日（木）

～緊急時通信連絡訓練～
　緊急時の関係機関の通信連絡体
制の確認と関係者の対応技術の習
熟を図ります。

～災害対策本部運営訓練～
　緊急時における福島県、福島県
地域防災計画における暫定的な重
点区域市町村の災害対策本部の設
置運営および指揮系統の確認を行
います。

～緊急時モニタリング訓練～
　緊急時モニタリングセンターを
設置し、緊急時モニタリング実施
計画の作成および川内村で緊急時
モニタリングを行います。

～広報訓練～
　関係機関と連携して、原子力災
害発生の早い段階から住民への情
報提供を行います。

平成２６年１１月２２日（土）

～住民避難訓練～
　川内村避難計画等に基づいて、
川内村の住民の皆さまを対象とし
た情報伝達と避難を行います。
　また、要支援者に配慮した避難
を行います。

～住民輸送訓練～
　自家用車での避難が困難な方々
や傷病者を対象にして、バス等を
利用して住民輸送を行います。

～スクリーニング訓練～
　緊急被ばくに対する医療措置を
行います。
　また、安定ヨウ素剤の配布も行
います。

～避難所開設訓練～
　福島県広域避難計画で定める避
難先の自治体で避難所の開設およ
び避難者の受け入れを行います。

主　催
福島県、川内村

参加機関
福島県、川内村、原子力規制庁、原子力災害現地対策本部、郡山市、いわき市、田村市、
南相馬市、川俣町、広野町、楢葉町、富岡町、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村、飯舘村、
陸上自衛隊東北方面総監部、陸上自衛隊第44普通科連隊、福島県警察本部、福島市消防
本部、郡山地方広域消防組合消防本部、いわき市消防本部、伊達地方消防組合消防本部、
双葉地方広域市町村圏組合消防本部、相馬地方広域消防本部、公立大学法人福島県立医科
大学附属病院、川内村社会福祉協議会、公益社団法人福島県バス協会、公益社団法人福島
県診療放射線技師会、東京電力株式会社

お問い合わせ
福島県原子力安全対策課　　０２４-５２１-７２５４
川内村住民課（代表）　　　０２４０-３８-２１１１


